
様
が
快
く
動
け
る
よ
う
に
と
表
に
は
出
ま
せ

ん
が
大
変
な
仕
事
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
演
芸
」
は
、
今
年
は
、
模
擬
店
で
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
の
鉄
板
焼
き
と
子
供
向
け
の
簡
単

な
ゲ
ー
ム
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
、
一
０
０
本
だ
け
で
し

た
が
、
一
時
間
足
ら
ず
で
完
売
し
て
し
ま
い

ホ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
結
構
、
好
評
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
事
前
に
鉄
板
等
、
道
具
を
準
備
し

て
い
た
だ
い
た
方
々
、
お
手
数
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
婦
人
会
行
事
と
し
て
、
来
年
一
月

頃
に
「
新
年
会
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
ご
希
望
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
役
員
に
、
何
で
も
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
し
た
ら
幸
甚
で
す
。
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編
集
責
任
者　

五
月
女　

稔

第
三
十
号

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

【
婦
人
会
・
子
供
会
】

　

平
成
十
八
年
は
飛
木
稲
荷
神
社
の
四
年
に

一
度
の
例
大
祭
に
当
た
り
、
町
内
の
皆
様
に

は
格
別
な
る
御
奉
納
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
蔭
様
に
て
盛
大
に
祭
典
を
執
り
行
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

祭
礼
は
四
日
間
で
し
た
が
、
一
日
目
の
神
酒

所
建
設
の
時
は
、
小
雨
で
し
た
が
完
成
し
て

宮
司
に
よ
っ
て
神
酒
所
お
祓
い
の
時
は
晴
天

に
な
り
一
気
に
お
祭
り
モ
ー
ド
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
子
供
み
こ
し
は
ピ
カ
ピ
カ
で
き

れ
い
に
な
っ
て
と
て
も
気
持
ち
良
か
っ
た
で

す
。
二
日
目
祭
礼
お
ど
り
、
三
日
目
は
鳳
輦
渡

し
、
夜
は
祭
礼
模
擬
店
、
富
く
じ
、
演
芸
大

会
、
四
日
目
連
合
神
輿
と
町
内
巡
行
天
候
に

も
恵
ま
れ
祭
典
が
無
事
に
出
来
ま
し
た
事
は
、

Ｏ
Ｓ
Ｔ
、
婦
人
会
、
子
供
会
、
祭
礼
役
員
の

皆
様
の
一
丸
と
な
っ
て
の
ご
協
力
と
、
祭
礼

中
の
ご
活
躍
が
あ
っ
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
た
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
町
内
の
皆
様
の
幸
せ
と
ご
健
勝
を
祈

念
致
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
有
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【

婦

人

会

】

祭

礼

委

員

長

高

橋

邦

夫

　

祭
礼
の
お
手
伝
い
に
役
員
の
方
々
は
、
本

当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
「
総
務
」
と
「
演
芸
」
の
担
当
で
し
た
が
、

事
前
準
備
か
ら
後
か
た
づ
け
、
鉢
洗
い
ま
で

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
「
総
務
」
の
仕
事
は
、
時
間
に
追
わ
れ
て
動

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
祭
礼
役
員
の
皆

第
四
金
曜
日
（
ビ
ン
、
カ
ン
の
み
）
集
団
資

源
回
収
廃
止
の
お
願
い

　

十
月
よ
り
墨
田
区
で
は
、「
リ
サ
イ
ク
ル
を

目
的
と
し
た
資
源
回
収
」
を
週
一
回
集
積
所

で
回
収
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　

従
来
、
当
町
会
で
は
、
第
二
、
第
四
金
曜

日
に
「
集
団
資
源
回
収
」
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
第
四
金
曜
日
に
は
、
ビ
ン
、
カ
ン
の

み
の
回
収
の
た
め
、
少
量
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
十
月
よ
り
第
四
金
曜

日
の
回
収
は
、
廃
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

な
お
、
第
二
金
曜
日
の
「
集
団
資
源
回
収
」

は
、
今
ま
で
通
り
に
行
い
ま
す
の
で
、
出
来

る
だ
け
「
集
団
資
源
回
収
」
に
ご
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。（
こ
れ
に
リ
サ
イ
ク
ル
廃
品
を
出

し
ま
す
と
墨
田
区
か
ら
報
奨
金
が
出
ま
す
）

【
し
ら
と
り
子
供
会
】

 

夏
休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
方
々
と

共
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
子
供
た
ち
は
皆

勤
賞
を
目
指
し
早
起
き
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

廃
品
回
収
に
は
子
供
達
も
一
生
懸
命
に
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
祭
礼
模
擬
店
で
は
町

会
の
皆
様
、
婦
人
会
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
楽
し
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

【

祭

礼

御

礼

】

祭
礼
奉
仕
の
御
礼

祭礼踊り

演芸大会

大人神輿町内巡行

大人神輿町内巡行

大人連合神輿

鳳輦の巡行

子供神輿町内巡行



防
災
訓
練
を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

一
．
実
施
日
時　

平
成
十
八
年
十
月
二
十
九
日

（
日
）
午
前
八
時
五
十
分
〜

二
．
集
合
場
所　

町
会
会
館
前　

午
前
八
時

三
十
分

三
．
訓
練
場
所
（
避
難
場
所
）
避
難
誘
導
部
長

（
町
会
交
通
部
長
）
の
指
示
で
町
会
旗
を
先

頭
に
避
難
場
所
（
訓
練
場
所
）
押
上
一
丁

目
三
十
七
番
三
号
マ
コ
ト
ビ
ル
様
横
路
上

へ
移
動
す
る
。

四
．
訓
練
開
会
式

五
．
訓
練
内
容
（
次
の
訓
練
は
、
本
所
消
防
署

お
よ
び
消
防
団
の
指
導
協
力
の
も
と
、
三

〜
四
班
に
分
か
れ
て
班
交
代
で
二
十
分
毎

の
輪
番
訓
練/

号
笛
合
図
で
交
代/

に
な

り
ま
す
）

①
初
期
消
火
訓
練　

三
角
バ
ケ
ツ
、
ク
ン
レ
ン

ダ
、
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

②
応
急
救
護
訓
練　
　

イ.

三
角
巾
を
活
用
し
た
応
急
止
血
法
、
骨
折

措
置
法
の
訓
練

ロ.

応
急
担
架
を
活
用
し
た
担
架
の
組
立
お
よ

び
搬
送
法
の
訓
練

③
救
助
訓
練　
　

イ.

町
会
備
え
付
け
の
簡
易
救
助
器
具
等
を
活

用
し
た
救
助
訓
練　
　

ロ.

鋸
等
を
活
用
し
た
破
壊
要
領
訓

ハ.

本
所
消
防
署
員
ま
た
は
消
防
団
員
に
よ
る

救
急
救
命
の
講
習
と
実
技
演
習　
　

二.

心
肺
蘇
生
法
と
体
外
式
除
細
動
器
（A

ED
)

の
実
技
演
習

六
．
訓
練
閉
会
式

以
上
訓
練
終
了
時
間
は
、
十
時
三
十
分
頃
に
な

る
予
定
で
す
。
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青
函
海
底
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
か
ら
、

吉
岡
海
底
駅
の
見
学
を
第
一
に
函
館
の
夜

景
見
物
、
そ
し
て
北
辺
の
城
、
松
前
城
の
見

学
を
考
え
て
い
た
。
家
内
は
吉
岡
海
底
駅
見

学
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
て
く
れ

た
。
上
野
駅
東
北
新
幹
線
ホ
ー
ム
へ
や
ま
び

こ
三
十
一
号
の
客
と
な
る
。
盛
岡
着
、
ホ
ー

ム
反
対
側
に
停
車
中
の
は
つ
か
り
三
号
に
乗

り
換
え
る
。
左
窓
外
に
岩
手
山
を
望
む
。
青

森
着
三
分
の
待
合
せ
で
、
海
峡
七
号
に
乗

る
（
津
軽
線
）。
津
軽
今
別
を
過
ぎ
て
か
ら

待
望
の
青
函
海
底
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
。
吉

岡
海
底
駅
到
着
（
海
底
下
一
四
五
メ
ー
ト

ル
）。
見
学
は
列
車
の
時
刻
に
合
せ
て
三
通

り
あ
っ
た
が
、
私
共
は
最
長
二
時
間
余
り
の

コ
ー
ス
を
選
ん
だ
。
見
学
者
の
案
内
説
明
は

木
古
内
駅
か
ら
の
出
向
駅
員
。
最
長
時
間
の

コ
ー
ス
な
の
に
少
し
も
永
い
と
感
じ
な
か
っ

た
の
は
、
日
本
の
先
端
技
術
の
結
果
に
よ
る

大
工
事
の
成
果
を
こ
の
目
で
確
認
出
来
た
か

ら
だ
ろ
う
。
因
み
に
青
函
海
底
ト
ン
ネ
ル
は

五
三
・
八
五
㎞
、
見
学
を
終
り
海
峡
九
号
に

乗
り
一
路
函
館
に
向
か
う
。
知
内
附
近
か
ら

青
函
海
底
ト
ン
ネ
ル
を
出
る
。
や
が
て
木
古

内
に
停
車
す
る
以
前
は
江
差
線
と
松
前
線
の

分
岐
点
だ
っ
た
が
、
松
前
線
の
廃
線
で
今
は

江
差
線
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
。
無
事
函
館

へ
到
着
。
駅
前
か
ら
今
夜
の
宿
と
し
た
函
館

山
ホ
テ
ル
迄
タ
ク
シ
ー
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を

済
ま
せ
て
か
ら
直
ぐ
に
元
町
附
近
か
ら
の
散

策
に
出
か
け
る
。
先
づ
は
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
天

主
教
会
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
（
此
の
建
物
は

古
く
か
ら
函
館
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
民
に

親
し
ま
れ
て
い
る
由
で
、
重
文
鐘
楼
の
鐘
は

東
京
お
茶
の
水
ニ
コ
ラ
イ
堂
に
移
さ
れ
た

由
）
基
坂
を
下
る
。
右
に
旧
イ
ギ
リ
ス
領
事

館
の
建
物
市
電
通
り
を
渡
り
、
桟
橋
へ
。
赤

レ
ン
ガ
の
建
物
が
並
ん
で
い
る
金
森
倉
庫
群

だ
。
嘗
て
は
函
館
の
物
流
基
地
と
し
て
栄
え

た
由
だ
が
、
今
は
内
部
を
改
造
し
て
各
種
の

店
が
入
り
建
物
の
再
活
用
ハ
シ
リ
に
な
っ
て

い
る
。
高
田
屋
嘉
兵
衛
資
料
館
前
を
通
り
右

折
二
十
間
坂
を
上
る
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
五

島
軒
が
左
手
に
。
此
処
で
夕
食
を
と
思
っ
た

が
、
見
物
を
優
先
。
山
麓
駅
か
ら
東
洋
一

（
一
二
五
人
乗
り
）
と
言
う
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

で
山
頂
駅
へ
。
此
の
間
三
分
展
望
台
二
階
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
る
。
窓
際
の
席
に
案
内
さ

れ
て
幸
運
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
が
似
合
の
雰
囲

気
だ
が
や
は
り
御
銚
子
を
た
の
む
。
食
事
を

口
に
運
ぶ
頃
、
夜
の
帷
は
す
っ
か
り
降
り
世

界
一
と
言
わ
れ
る
末
広
が
り
の
函
館
の
街
の

夜
景
は
正
に
宝
石
箱
を
覆
え
し
た
と
言
う
形

容
詞
そ
の
も
の
。
此
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食

を
摂
っ
た
の
は
正
に
正
解
だ
っ
た
。
観
光
客

は
一
段
と
立
て
込
ん
で
き
た
。
ホ
テ
ル
へ
戻

り
熱
目
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
早
々
に
夢
の

国
へ
。
翌
朝
は
洗
面
も
ソ
コ
ソ
コ
に
外
出
直

ぐ
先
の
護
国
神
社
へ
参
拝
。
境
内
か
ら
望
む

函
館
港
は
見
応
え
あ
り
。
朝
日
で
撮
る
の
が

最
高
と
聞
い
て
い
た
旧
函
館
区
公
会
堂
を
カ

メ
ラ
に
納
め
る
。
元
町
公
園
の
旧
北
海
道
庁

函
館
支
庁
庁
舎
の
建
物
を
望
む
。
之
等
の
木

造
洋
館
や
教
会
の
建
物
は
や
は
り
何
と
も
目

を
惹
く
。
東
本
願
寺
函
館
別
院
に
詣
で
て
ホ

テ
ル
へ
戻
り
、チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
タ
ク
シ
ー

で
立
待
岬
へ
一
寸
下
車
。
鶯
の
囀
り
が
頻
り

津
軽
海
峡
に
突
出
し
て
い
る
岬
は
見
晴
し
が

良
く
昔
は
、
異
国
の
船
を
監
視
す
る
北
方
警

備
の
台
場
が
築
か
れ
て
い
た
と
言
う
。
函
館

駅
前
で
タ
ク
シ
ー
を
降
り
る
。
駅
の
ロ
ッ

カ
ー
へ
荷
物
を
預
け
て
さ
あ
之
か
ら
函
館
の

朝
市
へ
。
市
場
は
青
函
連
絡
船
が
無
く
な
っ

て
か
ら
も
盛
況
で
あ
る
。
市
場
内
の
食
堂
で

朝
食
何
と
も
旨
く
て
安
い
。
食
後
市
場
内
の

散
策
は
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ
た
。
通
り
へ

出
て
市
電
に
乗
り
五
稜
郭
前
下
車
。
大
通
り

を
進
む
Y
字
路
を
右
へ
。
も
う
正
面
に
五
稜

郭
タ
ワ
ー
が
目
に
入
る
。
入
口
に
は
函
館
戦

争
で
使
わ
れ
た
大
砲
が
飾
ら
れ
て
あ
っ
た
。

五
稜
郭
は
フ
ラ
ン
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
の
城
郭
を

真
似
た
五
角
型
星
型
の
特
異
な
形
を
し
て
お

り
、
周
り
を
堀
や
石
垣
土
塁
等
を
築
き
ど
の

方
角
か
ら
の
射
撃
に
も
死
角
無
く
対
応
出
来

る
様
に
築
城
さ
れ
た
も
の
だ
と
の
事
。
展
望

台
（
高
さ
六
十
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
見
渡
す
と
、

五
稜
郭
の
全
景
は
勿
論
遠
近
の
景
観
を
楽
し

む
事
が
出
来
た
。
見
学
を
終
え
た
頃
、
観
光

バ
ス
が
何
台
も
何
台
も
到
着
。
早
く
入
場
し

て
良
か
っ
た
。
大
通
り
へ
出
て
タ
ク
シ
ー
を

拾
い
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
へ
。
赤
レ
ン
ガ

造
り
緑
の
ト
ン
ガ
リ
屋
根
の
建
物
は
西
欧
の

古
城
を
思
わ
せ
る
佇
い
。
一
八
九
八
年
フ
ラ

ン
ス
か
ら
派
遣
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
シ
ト
ー

会
の
八
人
の
修
道
女
が
、
此
の
地
で
祈
祷
と

労
働
奉
仕
の
自
給
自
足
の
修
道
生
活
を
始
め

て
以
来
の
事
で
あ
る
と
。
湯
の
川
団
地
北
口

バ
ス
停
迄
歩
き
。
市
営
バ
ス
で
函
館
駅
へ
戻

る
。
駅
構
内
の
み
か
わ
食
堂
で
軽
い
昼
食
と

す
る
。
少
し
時
間
が
あ
る
の
で
タ
ク
シ
ー
で

一
走
り
外
人
墓
地
に
お
参
り
。
函
館
に
入
港

し
た
ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
艦
隊
の
乗
員
二
名

が
死
亡
し
た
際
葬
む
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で

外
国
人
墓
地
に
な
っ
た
由
。
函
館
シ
ー
ボ
ー

ト
プ
ラ
ザ
へ
立
寄
り
係
留
さ
れ
て
い
る
青
函

連
絡
船
だ
っ
た
摩
周
丸
を
見
物
。
乗
船
し
た

事
の
あ
る
家
内
は
懐
か
し
く
満
足
の
様
子

だ
っ
た
。
さ
て
之
か
ら
松
前
城
跡
と
桜
見
物

の
予
定
。
函
館
発
海
峡
十
二
号
で
木
古
内
下

車
駅
前
か
ら
函
館
バ
ス
へ
。
雨
が
道
路
を
ぬ

ら
し
始
め
た
国
道
二
二
八
号
線
を
走
る
。
左

手
は
津
軽
海
峡
。
晴
天
な
ら
ば
定
め
し
満
足

な
風
景
で
あ
ろ
う
の
に
雨
は
本
降
り
、
視
界

全
く
不
良
。
松
前
地
区
に
入
り
、
博
多
バ
ス

停
到
着
。
福
八
旅
館
に
入
る
。（
桜
の
時
期

の
松
前
は
何
処
の
宿
も
満
員
、
同
業
の
有
難

い
紹
介
で
漸
く
福
八
に
泊
る
事
が
出
来
た
の

だ
）
此
の
地
で
は
一
番
古
い
旅
館
の
由
。
建

物
他
は
古
い
が
夜
具
の
手
入
も
良
く
浴
衣
の

確
り
何
よ
り
も
親
切
第
一
。
雨
も
上
っ
た
翌

日
は
桜
花
咲
く
松
前
城
跡
見
学
。
八
重
桜
が

何
と
も
見
事
。
松
前
城
天
守
閣
は
江
戸
末

期
（
一
八
八
五
年
）
徳
川
幕
府
の
命
に
よ
り

築
城
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
最
后
の
和
式
城

郭
。
松
前
の
桜
は
嘗
て
本
州
か
ら
渡
っ
て
来

た
、
多
く
の
商
人
や
京
の
都
か
ら
輿
入
し
た

奥
方
等
が
郷
里
を
偲
ぼ
う
と
苗
木
を
集
め
た

事
か
ら
と
言
わ
れ
て
お
り
、
此
の
一
帯
に
は

二
五
〇
種
八
〇
〇
〇
本
の
桜
が
あ
る
と
。
帰

途
三
浦
屋
と
言
う
羊
羹
を
商
う
老
舗
に
寄
り

少
々
求
め
宿
へ
帰
っ
た
。

【

道
　

南

】

石
田
輝
雄

　

神
酒
所
の
設
営
と
撤
去
の
時
だ
け
は
雨
が
降
り

ま
し
た
が
、
他
は
珍
し
く
天
気
に
恵
ま
れ
、
祭
礼

行
事
を
全
て
予
定
通
り
に
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
は
表
面
を
カ
ラ
ー
で
発
行
し
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
出
て
い
る
写
真
は
皆
、
笑
顔
で
上

機
嫌
な
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
新
聞
で
は
ほ

ん
の
一
部
し
か
掲
載
出
来
ま
せ
ん
。
せ
め
て
雰

囲
気
だ
け
で
も
伝
わ
れ
ば
と
選
び
ま
し
た
。
お

祭
り
に
対
す
る
考
え
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る

で
し
ょ
う
が
、
一
年
に
一
度
だ
け
、
し
か
も
わ

ず
か
数
日
間
で
す
が
時
間
を
共
有
す
る
大
切
さ

は
、
お
金
で
は
買
え
な
い
貴
重
な
財
産
で
す
。

ま
た
こ
の
一
年
間
苦
労
は
し
て
も
、
大
き
な
災

い
も
無
く
、
無
事
に
過
ご
せ
た
人
達
し
か
『
お

祭
り
だ
！
』
と
騒
い
で
い
る
余
裕
は
無
い
で
し
ょ

う
。
あ
ま
り
良
い
事
の
無
い
昨
今
で
す
が
、
ま

だ
お
祭
り
に
加
わ
る
人
達
が
多
く
住
ん
で
い
る

押
上
は
、
幸
せ
な
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、

来
年
の
お
祭
り
は
何
を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う

か
？

【

防

火

防

災

部

】

押
上
一
丁
目
町
会
と
当
町
会
と
の
合
同
防
火

二
町
会
合
同
防
火
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

俳
句        

秋
の
句     

四
席  　

宇
多
子

地
元
の
顔　

皆
出
揃
い
て　

秋
祭
り

狂
い
な
く　

年
月
は
経
ち
て　

秋
終
わ
る

新
鮮
な　

外
気
取
り
入
る　

食
堂
の
秋

全
身
の　

冷
た
さ
に
脅
え
つ　

冬
近
し

【

Ｏ

Ｓ

Ｔ

】

 

十
月
も
半
ば
過
ぎ
て
涼
し
い
日
々
に
な
っ

て
参
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
皆
様
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。
先
月
の
二
十
日
に
は
区
の
老
人
会

の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
十
五
名
の
方
が

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
町
内
を
お
掃
除
を
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
又
二
十
六
日
に
は
輪
投
げ
大

会
が
区
役
所
で
行
わ
れ
て
十
名
出
場
し
て
、
中

村
さ
ん
が
午
後
の
部
で
二
位
に
な
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
今
月
は
十
七
日
に
歩
け
歩
け
大
会
が

墨
田
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
で
あ
り
ま
す
。

Ｏ
Ｓ
Ｔ
で
十
一
名
出
席
し
ま
す
。
水
元
公
園
に

行
き
ま
す
。
お
天
気
が
晴
れ
る
と
い
い
な
あ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
二
十
九
日
に
は
防
火
訓
練

が
一
丁
目
町
会
と
合
同
で
行
わ
れ
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
の
御
出
席
宜
し
く
願
い
致
し
ま

す
。
十
一
月
に
は
二
十
二
日
に
曳
舟
文
化
セ
ン

タ
ー
で
映
画
を
や
り
ま
す
。
お
申
し
込
み
を
お

す
ま
し
と
思
い
ま
す
が
「
三
丁
目
の
夕
日
」
と

い
う
戦
後
の
下
町
の
映
画
だ
そ
う
で
楽
し
み
に

見
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
会
員
の
方
達
行
事
に
は
一
人
で
も
多

く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


